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平成２２事業年度の業務実績に関する評価結果（案）に対する意見書 
 

 

公立大学法人和歌山県立医科大学 

 

項 目 
第１ 全体評価 

 １ 総評（P.1） 

修 正 箇 所 

○ 平成２２年度計画３０１項目の（中略）と認められる。なお、医師

国家試験合格率の改善、紀北分院の経営改善という課題について留意

する必要がある。 

修 正 内 容 国家試験合格率の改善 → 国家試験合格率の向上 

修 正 理 由 より適切な表現にするため。 

 

評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会

の対応の対応の対応の対応    
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平成２２事業年度の業務実績に関する評価結果（案）に対する意見書 
 

 

公立大学法人和歌山県立医科大学 

 

項 目 
第１ 全体評価 

 ２ 特色ある取組等（P.1） 

修 正 箇 所 

○  医師国家試験の合格率は、２年連続して全国平均を下回った。合格

率改善に向けて、卒業判定の再評価を含めた具体案の提示など、学生

の実力が向上するような教育方法の一層の工夫が求められる。 

修 正 内 容 合格率改善 → 合格率向上 

修 正 理 由 より適切な表現にするため。 

 

評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会

の対応の対応の対応の対応    
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平成２２事業年度の業務実績に関する評価結果（案）に対する意見書 
 

 

公立大学法人和歌山県立医科大学 

 

項 目 

第２ 項目別評価 

 １ 教育研究等の質の向上 

 （１）教育 【評価及び指摘事項】 〈医学部〉（P.3） 

修 正 箇 所 

○ 医師国家試験の合格率が、２年連続で全国平均を下回った。今後、

合格率改善に向けて、（中略）学生の実力が向上するような教育方法の

一層の工夫が求められる。 

修 正 内 容 合格率改善 → 合格率向上 

修 正 理 由 より適切な表現にするため。 

 

評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会

の対応の対応の対応の対応    
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平成２２事業年度の業務実績に関する評価結果（案）に対する意見書 
 

 

公立大学法人和歌山県立医科大学 

 

項 目 

第２ 項目別評価 

 １ 教育研究等の質の向上 

 （１）教育 【評価及び指摘事項】 〈大学院医学研究科〉（P.3） 

修 正 箇 所 

○  分野横断的な知識を修得させ、多くの分野の研究にも対応できる基

礎技術を習熟させ、多様な領域の研究方法、解析技術情報に関する特

別講義を実施するとともに、医学研究科博士・修士課程での募集啓発

に努めた結果、入学予定者が増加した。今後、更なる研究活動の発展

のためには、ＭＤ－ＰｈＤコ－スなどの研究者育成のためのプログラ

ムの早期設置が望まれる。 

修 正 内 容 

（以下のとおり修正） 

○ 研究レベルを向上し地域医療に貢献できるような人材を育成するた

め、分野横断的な知識の習得ができるようなカリキュラムや様々な分

野から講師を招いた特別講義を実施するとともに、積極的に研究業績

の発表を行い、優れた研究について顕彰した。また、社会人学生の受

け入れなど学生募集に努めた結果、入学者が増加した。今後、更なる

研究活動の発展のためには、ＭＤ－ＰｈＤコースなど多様な履修形態

の早期設置が望まれる。 

修 正 理 由 大学院医学研究科の取組に関して、より全般を見据えた評価とするため。 

 

評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会

の対応の対応の対応の対応    
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平成２２事業年度の業務実績に関する評価結果（案）に対する意見書 
 

 

公立大学法人和歌山県立医科大学 

 

項 目 

２ 業務運営の改善及び効率化 

 （１）運営体制の改善 

  【評価及び指摘事項】（P.6） 

修 正 箇 所 

○ 効率的、効果的な大学運営を行うため、組織改正を行った。規定の

制定・改廃等は教授会を経ずに、教育研究審議会で決定し機能的運営

に努めた。 

修 正 内 容 規定 → 規程 

修 正 理 由 誤字のため。 

 

評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会

の対応の対応の対応の対応    
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平成２２事業年度の業務実績に関する評価結果（案）に対する意見書 
 

 

公立大学法人和歌山県立医科大学 

 

項 目 

３ 財務内容の改善 

 （１）外部研究資金その他の自己収入の増加 

  【評価及び指摘事項】（P.7） 

修 正 箇 所 

○  法人運営経費では病院収入が大きなウェイトを占めており、本院で

の「病床管理センター」による在院日数短縮は評価されるが、入院単

価の増加を含めた更なる運営努力が望まれる。 

修 正 内 容 入院単価 → 患者数 

修 正 理 由 

入院単価については、毎年増加傾向にある一方、患者数は減少傾向にあ

るため。 

（参考） 

入院単価 

 Ｈ２０  56,378円、Ｈ２１  60,884円、Ｈ２２  62,852円 

外来患者数 

 Ｈ２０ 352,920人、Ｈ２１ 352,863人、Ｈ２２ 340,249人 

入院患者数 

 Ｈ２０ 246,143人、Ｈ２１ 243,390人、Ｈ２２ 240,945人 

 

評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会

の対応の対応の対応の対応    
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平成２２事業年度の業務実績に関する評価結果（案）に対する意見書 
 

 

公立大学法人和歌山県立医科大学 

 

項 目 

５ その他業務運営 

 （３）基本的人権の尊重 

  【評価及び指摘事項】（P.10） 

修 正 箇 所 
○  疫学研究及び臨床研修の厳正かつ効率的な審査を実施するため、倫

理委員会を隔月から毎月開催に変更した。 

修 正 内 容 研修 → 研究 

修 正 理 由 誤字のため。 

 

評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会

の対応の対応の対応の対応    

 

 

 

 


